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Abstract

      In this paper, we investigate the mental health condition of students in first 

grade of Nursery Course in Kyushu Junior College of Kinki University (KJC) by doing 

a questionnaire survey (UPI) and free descriptive survey. On the basis of the results, 

we consider an effective support for them in our college.

      The results of the survey are as follows. First, there are many students under 

serious mental health conditions among respondents. These students seem to have 

needs for support to continue college life steadily. Second, we found out seven 

categories about contents of the problems or worries that students have by analyzing 

free descriptive answers. We named these categories, feeling like a burden toward 

their school work, worry about relationships between friends in school, hesitation in 

career decision as nursery school and kindergarten teachers, anxiety for work 

environment or condition after being nursery school and kindergarten teachers, loss of 

motivation to be a nursery school and kindergarten teachers, negative self-image, and 

anxiety for physical and mental health of themselves.

      We found that the students have various types of problems and our college has 

room for improvement to meet their needs. Therefore, as college staffs, we have to 

support them by organizing supporting structures for following up on college students 

after entrance. Especially, it seems to be important and effective that making the most 

of mental counselors' ability or specialization at student support room systematically. 

With that view, we pointed out that colleges have to consider how to put mental
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は じめ に

日本の高等教育政策がグローバル人材、イ ノベー シ ョン人材 の育成 を標榜す る一方 で、

元来地域密着型 の高等教育機関 としての役割 を担 ってきた短期大学(以 下、短大)は 、学

生教育に関 して 、質の異なる課題に直面 している。仮 に、授業 を 「狭義 の教育」の場 とと

らえれば、「広義の教育」として学生の学修 ・生活 ・就職等多方面 に及ぶ支援機能が要請 さ

れ てい るといえる。通常の授業に加 え、授業の場 に とどま らない学生支援 の質的向上 が喫

緊の課題 とされてい る。

一般的傾 向 として、高等教育機 関に対 し広義の教育機能を要請す る声は強まっているが、

中でも短大は、18歳 人 口の減少 と大学等進 学率 の増加 な どを背景 に、学生の質的変容へ の

対応 を迫 られてい る。平成25年12.月 に中央教育審議会大学分科会大学教育部会の下に設

置 された短期大学 ワーキンググループは、短大のお かれている現状 について 「短期大学 に

進学 して くる学生 も多様化 してお り、必ず しも基礎学力が十分で はない学生や経済的に厳

しい状況にある学生の増加 に伴い、一人一人の学生 の課題へ のきめ細かい対応が一層 必要

となっている」 と述べてい る(2014:7)。 これ は、多 くの短大の現状 をいいあてている と

いって よいだろ う。 ここでは、学生支援の重要性 と必要性 が指摘 されている。学生支援 の

充実 ・質的向上 は、短 大にお ける焦眉 の課題 である。

問題の所在 と研究 目的

学生の抱 える問題は、経済的な ものか ら、精神的 なものまで さまざまである。特 に、精

神 的な悩みは近年多様化 してお り、その対応 には、専 門的知識 を有す る(よ り具体的には、

臨床心理士資格 を保 有す る)心 理 カ ウンセ ラーの配置が効果 的で あると考 え られ る。 日本

学生支援機構 によれば、「専門性 を有す るカ ウンセラーによって担われ る、個別面接 を中心

とした心理 的 ・教育的な援助活動」を狭義の学生相談 とし、広義の 「教 育及び支援活動 に

おける相談機能全般」を学生支援 としてい る(2007:9)。

2010年 度 の 大 学 、短 期 大 学 、高 等 専 門 学 校 に お け る 学 生 支 援 の 取 組 状 況 に 関 す る 日本 学

生 支 援 機 構 の 調 査(2011:3)に よれ ば 、 学 生 支 援 を 担 当 す る組 織 の 支 援 内 容 は 、 「学 生 相

談 」 が 最 も 多 い 。 学 生 相 談 を 担 当 す る 組 織 に つ い て は 、 大 学 全 体 で は 「ク ラ ス 担 任 、 指 導

教 員 等 の 教 員 」 の 割 合 が 最 も 高 く(84.7%)、 短 大 に お い て も 同 様 に 最 も 高 い(89.0%)。

次 い で 、 「学 生 部 や 学 務 課 等 の 事 務 組 織 」(大 学 全 体:84.0%、 短 大:77.0%)、 「学 生 の 相

談 に 対 応 す る 独 自 の 組 織(学 生 相 談 室 等)」(大 学 全 体:82.5%、 短 大:77.0%)と 続 い て




























